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【ＦＩ】
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   Ｈ０１Ｍ    4/131    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/0567   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年6月15日(2018.6.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式（Ｉ）、
　　Li1+x(NiaCobMncAld)1-xO2                         (I)
（式中、ｘは、０．０１５～０．０３の範囲にあり、
　ａは、０．３～０．６の範囲にあり、
　ｂは、０．０５～０．３５の範囲にあり、
　ｃは、０．２～０．５の範囲にあり、
　ｄは、０．００１～０．０３の範囲にあり、
　ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄの合計は、１である）
の粒子材料の製造方法であって、
　前記方法は、以下の工程、
　（ａ）ニッケル、コバルト及びマンガンの水溶性塩の溶液から、この溶液を水酸化アル
カリ金属の溶液と接触させることにより、ニッケル、コバルト及びマンガンの混合水酸化
物を共沈させる工程と、
　（ｂ）アルミン酸塩の水溶液を添加し、それによって、工程（ａ）で形成した粒子上に
、ニッケルと、コバルトと、マンガンとアルミニウムとの混合水酸化物のレイヤーを共沈
させる工程と、
　（ｃ）これで得た（ＮｉａＣｏｂＭｎｃＡｌｄ）（ＯＨ）２＋ｄの粒子を取り出し、酸
素の存在下でそれらを乾燥する工程と、
　（ｄ）工程（ｃ）で得た粒子を、Ｌｉ２Ｏ、ＬｉＯＨ及びＬｉ２ＣＯ３から選択された
Ｌｉ化合物の少なくとも１種と混合する工程と、
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　（ｅ）工程（ｄ）により得た混合物を、９２０～９５０℃の範囲の温度で焼成する工程
と、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　工程（ｅ）を酸素含有の雰囲気下で行う、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　一般式（Ｉ）における変数が、以下のように定義され、
　ｂが、０．１５～０．２５の範囲にあり、
　ｃが、０．２～０．３５の範囲にあり、
　ｄが、０．０１～０．０３の範囲にあり、
　ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄの合計が、１である、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　工程（ｅ）の持続時間が３時間～１２時間の範囲にある、請求項１から３のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項５】
　工程（ｄ）と（ｅ）との間で、少なくとも１つの仮焼成工程（ｅ＊）を行い、このよう
な工程（ｅ＊）が、３００～７００℃の範囲の温度で、工程（ｄ）で得た混合物を２時間
～２４時間加熱する工程、及び工程（ｅ＊）（単数又は複数）で得た物質を用いて工程（
ｅ）を行う工程を含む、請求項１から４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　カソード活物質であって、本質的に、一般式（Ｉ）、
　　Li1+x(NiaCobMncAld)1-xO2                         (I)
（式中、ｘは、０．０１５～０．０３の範囲にあり、
　ａは、０．３～０．６の範囲にあり、
　ｂは、０．０５～０．３５の範囲にあり、
　ｃは、０．２～０．５の範囲にあり、
　ｄは、０．００１～０．０３の範囲にあり、
　ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄの合計は、１である）
の粒子からなり、前記Ａｌが前記粒子中に均一に分散され、
　前記粒子が５～１２μｍの範囲の平均粒径（Ｄ５０）を有する、ことを特徴とするカソ
ード活物質。
【請求項７】
　一般式（Ｉ）における変数が、以下のように定義され、
　ｂが、０．１５～０．２５の範囲にあり、
　ｃが、０．２～０．３５の範囲にあり、
　ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄの合計が１である、請求項６に記載のカソード活物質。
【請求項８】
　３０５℃～３２５℃の範囲の開始温度を有し、前記開始温度が示差走査熱量測定法（Ｄ
ＳＣ）により測定される、請求項６又は７に記載のカソード活物質。
【請求項９】
　（Ａ）少なくとも１つの請求項６から８のいずれか一項に記載のカソード活物質、
　（Ｂ）導電性状態の炭素、
　（Ｃ）バインダー物質、及び、
　（Ｄ）集電体、
を含むカソード。
【請求項１０】
　（Ａ）８０～９５質量％のカソード活物質、
　（Ｂ）３～１７質量％の炭素、及び、
　（Ｃ）３～１０質量％のバインダー物質、
を含み、パーセンテージが（Ａ）と、（Ｂ）と、（Ｃ）との合計に言及する、請求項９に
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記載のカソード。
【請求項１１】
　請求項９又は１０に記載のカソードの少なくとも１つを含む電気化学セル。
【請求項１２】
　リン酸トリメチル、ＣＨ３－Ｐ（Ｏ）（ＯＣＨ３）２、リン酸トリフェニル、及びリン
酸トリス－（２，２，２－トリフルオロエチル）から選択された少なくとも１種の難燃剤
を含む電解質をさらに含む、請求項１１に記載の電気化学セル。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、一般式（Ｉ）、
　　Li1+x(NiaCobMncAld)1-xO2                         (I)
（式中、ｘは、０．０１５～０．０３の範囲にあり、
　ａは、０．３～０．６の範囲にあり、
　ｂは、０．０５～０．３５の範囲にあり、
　ｃは、０．２～０．５の範囲にあり、
　ｄは、０．００１～０．０３の範囲にあり、
　ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄの合計は、１である）
の粒子材料の製造方法に関し、
　前記方法は、以下の工程、
　（ａ）ニッケル、コバルト及びマンガンの水溶性塩の溶液から、この溶液を水酸化アル
カリ金属の溶液と接触させることにより、ニッケル、コバルト及びマンガンの混合水酸化
物を共沈させる工程と、
　（ｂ）アルミン酸塩の水溶液を添加し、それによって、工程（ａ）で生成した粒子上に
、ニッケルと、コバルトと、マンガンとアルミニウムとの混合水酸化物のレイヤーを共沈
させる工程と、
　（ｃ）これで得た（ＮｉａＣｏｂＭｎｃＡｌｄ）（ＯＨ）２＋ｄの粒子を取り出し、酸
素の存在下でそれらを乾燥する工程と、
　（ｄ）工程（ｃ）で得た粒子を、Ｌｉ２Ｏ、ＬｉＯＨ及びＬｉ２ＣＯ３から選択された
Ｌｉ化合物の少なくとも１種と混合する工程と、
　（ｅ）工程（ｄ）により得た混合物を、９２０～９５０℃の範囲の温度で焼成する工程
と、
を含む。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明の方法は、以下の工程、
　（ａ）ニッケル、コバルト及びマンガンの水溶性塩の溶液から、この溶液を水酸化アル
カリ金属の溶液と接触させることにより、ニッケル、コバルト及びマンガンの混合水酸化
物を共沈させる工程と、
　（ｂ）アルミン酸塩の水溶液を添加し、それによって、工程（ａ）で生成した粒子上に
、ニッケルと、コバルトと、マンガンとアルミニウムとの混合水酸化物のレイヤーを共沈
させる工程と、
　（ｃ）これで得た（ＮｉａＣｏｂＭｎｃＡｌｄ）（ＯＨ）２＋ｄの粒子を取り出し、酸
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素の存在下でそれらを乾燥する工程と、
　（ｄ）工程（ｃ）で得た粒子を、Ｌｉ２Ｏ、ＬｉＯＨ及びＬｉ２ＣＯ３から選択された
Ｌｉ化合物の少なくとも１種と混合する工程と、
　（ｅ）工程（ｄ）により得た混合物を、９２０～９５０℃の範囲の温度で焼成する工程
と、
を含む。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　工程（ｂ）においてアルミン酸塩の水溶液の添加の間に、一般に、ニッケル、コバルト
及びマンガンの水溶性塩の水溶液の添加は、例えば、工程（ｂ）を開始する前の工程（ａ
）と比較して、低下した速度又は定速で持続される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　工程（ｂ）においてアルミン酸塩の水溶液の添加の間に、一般に、アルカリ金属水酸化
物の水溶液の添加は、例えば、工程（ｂ）を開始する前の工程（ａ）と比較して、低下し
た速度又は定速で持続される。好ましくは、ｐＨ値を一定に維持することである。
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